
【パートナーシップ構築が求められる背景】 

1. 全国的に見ても高い熊本県の肝がん死亡率 

 

2. わが国における肝がんの成因の変化：脂肪性肝疾患が約半数を超えた 
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3. ALT>30 だけでは肝がんハイリスク患者の見落としがある：FIB-4 index との組み

合わせが有用 
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4. これまで熊本大学では市民向けに FIB-4 index 計算サイトを立ち上げて疾患啓発

に努めてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【パートナーシップ構築が可能にする熊本市肝がん死亡率低下】 

1. 熊本市医師会検査センターでの FIB-4 index 検査項目が 2024 年 5 月より追加。 

• 肝がんリスクに対しての意識が高まる 

• 危険域の方に対して、早期の精密検査や適切なフォローアップが可能にな

る 

2. 適切なフォローアップ体制の構築 
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FIB-4 index ⾼値の患者さん来院時（フローチャート）
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注意域でのフォローアップ例
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・FIB-4>2.0 or 2.67（65歳以上）へ増加
・腹部エコーで腫瘍、肝実質の粗造化、脾腫などが出現
（・SWEでVs値＞1.5m/s）

肝臓専⾨医へご相談

経過中に…
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危険域フォローアップ例へ


